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解　

題

　

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
三
日
に
、
早
稲
田
大
学
（
早
稲
田

キ
ャ
ン
パ
ス
）
九
号
館
に
て
行
わ
れ
た
、
日
独
台
刑
事
法
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
過
失
共
同
正
犯
論
」
の
講
演
内
容
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｃ
（
加

害
者
の
多
数
化
と
客
観
的
帰
責
原
理
―
―
組
織
体
に
お
け
る
過
失
競

合
事
例
を
中
心
に
―
―16K

03362

、
研
究
代
表
者
：
内
海
朋
子
、

研
究
分
担
者
：
北
川
佳
世
子
・
佐
川
友
佳
子
）
の
助
成
を
得
て
、
ド

イ
ツ
か
ら
ヨ
ア
ヒ
ム
・
レ
ン
ツ
ィ
コ
フ
ス
キ
ー
教
授
と
ル
イ
ス
・
グ

レ
コ
教
授
を
、
ま
た
、
台
湾
か
ら
許
恒
達
教
授
を
招
聘
し
て
行
わ
れ

た
。

　

現
行
刑
法
典
は
、
単
一
の
行
為
主
体
が
、
犯
罪
行
為
を
単
一
の
被

害
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
を
基
本
類
型
と
し
て
い
る
が
、
現
代
的
な

犯
罪
現
象
に
お
い
て
は
、
加
害
者
・
被
害
者
と
も
に
複
数
で
あ
る
こ

と
も
少
な
く
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
膨
大
な
数
に
わ
た
る
こ
と
も

あ
る
。
特
に
、
過
失
事
案
に
お
い
て
は
、
複
数
の
者
の
不
注
意
な
行

為
が
問
責
対
象
行
為
と
し
て
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

明
石
歩
道
橋
事
件
（
警
察
署
地
域
官
・
警
備
員
統
括
責
任
者
に
つ
い

て
、
最
決
平
成
二
二
年
五
月
三
一
日
刑
集
六
四
巻
四
号
四
四
七
頁
、

警
察
署
副
署
長
に
つ
い
て
、
最
決
平
成
二
八
年
七
月
一
二
日
刑
集
七

〇
巻
六
号
四
一
一
頁
）、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
転
覆
事
故
（
最
決
平
成
二

九
年
六
月
一
二
日
刑
集
七
一
巻
五
号
三
一
五
頁
）
な
ど
は
そ
の
好
例

で
あ
ろ
う
。
大
規
模
事
故
に
起
因
す
る
大
規
模
損
害
に
つ
い
て
は
、

日
本
の
み
な
ら
ず
、
諸
外
国
で
も
生
じ
て
お
り
、
異
な
る
法
分
野
・

ヨ
ア
ヒ
ム
・
レ
ン
ツ
ィ
コ
フ
ス
キ
ー

内　

海　

朋　

子
／
訳

過
失
共
同
正
犯

資 料
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異
な
る
国
に
お
い
て
も
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
、
複
数
人
が
過
失
事
案
に
関
与
す
る
場
合
に
お
け
る
理
論
構
成
と

し
て
は
、
①
同
時
犯
構
成
、
②
共
同
正
犯
構
成
、
③
組
織
体
処
罰
構

成
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
②
に
つ
い
て
、
明
石
歩
道
橋
事
件
に

お
け
る
警
察
署
副
署
長
の
罪
責
に
関
し
て
、
最
高
裁
平
成
二
八
年
七

月
一
二
日
決
定
が
、
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ

と
が
、
現
在
学
界
に
お
い
て
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
そ
こ
で
、

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
過
失
共
同
正
犯
を
取
り
上
げ
た
次
第
で
あ

る
。

　

ヨ
ア
ヒ
ム
・
レ
ン
ツ
ィ
コ
フ
ス
キ
ー
（Joachim
 Renzikow

ski

）

教
授
は
、
過
失
共
同
正
犯
の
先
駆
的
研
究
者
と
し
て
日
本
で
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
レ
ン
ツ
ィ
コ
フ
ス
キ
ー
教
授
は
、
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
学
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
・
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法

学
部
に
て
学
び
、
司
法
試
験
に
合
格
し
た
後
、
一
九
九
三
年
、
エ

バ
ー
ハ
ル
ト
・
カ
ー
ル
大
学
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
てN

otstand 
und N

otw
ehr

（D
uncker &

 H
um

blot, Berlin 1994

）
の
テ
ー

マ
で
博
士
号
を
取
得
し
た
。
一
九
九
七
年
に
教
授
資
格
論
文

Restriktiver T
äterbegriff und fahrlässige Beteiligung

（M
ohr Siebeck, T

übingen 1997

）
で
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学

に
て
教
授
資
格
を
取
得
し
、
現
在
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大
学
ハ

レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
教
授
で
あ
る
。
レ
ン
ツ
ィ
コ
フ
ス
キ
ー
教

授
と
は
、
研
究
テ
ー
マ
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
意
見
交
換
な
ど
を

通
じ
て
以
前
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
が
、
今
回
こ
の
テ
ー
マ
で
、
日
本

で
講
演
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
。

　

ド
イ
ツ
学
説
の
影
響
を
受
け
て
、
過
失
共
同
正
犯
否
定
説
が
通
説

で
あ
る
台
湾
か
ら
は
、
数
少
な
い
肯
定
説
支
持
者
で
あ
る
許
恒
達

（H
eng-da H

su

）
教
授
を
招
聘
し
、
過
失
共
同
正
犯
に
つ
い
て
の

見
解
を
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
許
教
授
は
、
国
立
台
湾
大

学
大
学
院
修
士
課
程
を
二
〇
〇
二
年
に
修
了
し
、
ゲ
ー
テ
大
学
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
に
て
、Zurechnungsgrundlage und Strafbarkeits

grenze der F
ahrlässigkeitsdelikte in der m

odernen 
Industriegesellschaft

（Peter Lang, Frankfurt am
 M

ain 
u.a. 2009

）
の
テ
ー
マ
で
博
士
号
を
取
得
し
た
（
二
〇
〇
八
年
）。

現
在
、
国
立
政
治
大
学
（
台
湾
・
台
北
）
教
授
で
あ
る
。

　

一
方
、
過
失
共
同
正
犯
論
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
、
ル
イ

ス
・
グ
レ
コ
（Luis Greco

）
教
授
に
は
、
否
定
説
の
立
場
か
ら
過

失
共
同
正
犯
を
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
。
グ
レ
コ
教
授
は
、
二
〇
〇

〇
年
に
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
て
二
〇
〇
八
年
に

博
士
号
を
取
得
し
た
。
テ
ー
マ
は
、Lebendiges und T

otes in 
Feuerbachs Straftheorie: Ein Beitrag zur gegenw

ärtigen 
strafrechtlichen G

rundlagendiskussion

（D
uncker &
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H
um

blot, Berlin 2009

）
で
あ
る
。
続
い
て
二
〇
一
四
年
に
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
に
て
教
授
資
格
を
取
得
し
た
。
教
授
資
格
論
文
は
、

Strafprozesstheorie und m
aterielle R

echtskraft. 
G

rundlagen und D
ogm

atik des T
atbegriffs, des 

Strafklageverbrauchs und der W
iederaufnahm

e im
 

Strafverfahrensrecht
（D

uncker &
 H

um
blot, Berlin 2015

）

で
あ
る
。
現
在
、
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
ベ
ル
リ
ン
教
授
で
あ
る
。

　

三
月
三
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
第
一
報
告
は
、
レ
ン
ツ
ィ

コ
フ
ス
キ
ー
教
授
に
よ
るD

ie fahrlässige M
ittäterschaft

、
第

二
報
告
は
許
教
授
に
よ
るZur kausalitätsersetzenden 

W
irkung der fahrlässigen M

ittäterschaft
、
第
三
報
告
は
グ

レ
コ
教
授
に
よ
るFahrlässige M

ittäterschaft? Eine K
ritik

で
あ
る
。
通
訳
に
つ
い
て
は
、
許
教
授
の
講
演
に
つ
き
、
小
池
信
太

郎
教
授
（
慶
應
義
塾
大
学
）、
グ
レ
コ
教
授
の
講
演
に
つ
き
、
佐
藤

拓
磨
教
授
（
慶
應
義
塾
大
学
）
に
御
担
当
い
た
だ
い
た
。
レ
ン
ツ
ィ

コ
フ
ス
キ
ー
教
授
の
講
演
と
討
論
通
訳
は
内
海
が
担
当
し
た
。
な
お
、

レ
ン
ツ
ィ
コ
フ
ス
キ
ー
教
授
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
同
内
容
の
も
の

が
三
月
七
日
に
京
都
大
学
で
行
わ
れ
た
。
許
教
授
の
講
演
に
つ
い
て

は
『
法
学
研
究
』
九
二
巻
三
号
、
グ
レ
コ
教
授
の
講
演
に
つ
い
て
は

『
法
学
研
究
』
九
二
巻
四
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
京
都
大
学
で
の
講
演
会
の
開
催
に
当
た
っ

て
は
、
小
池
教
授
、
佐
藤
教
授
、
研
究
分
担
者
で
あ
る
北
川
佳
世
子

教
授
（
早
稲
田
大
学
）・
佐
川
友
佳
子
教
授
（
関
西
大
学
）、
髙
山
佳

奈
子
教
授
（
京
都
大
学
）、
仲
道
祐
樹
教
授
（
早
稲
田
大
学
）、
早
稲

田
大
学
比
較
法
研
究
所
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
多
大
な
御
尽
力
を
賜
っ

た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

�

（
内
海
朋
子
）
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Ⅰ
．
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
ズ
事
件

　

一
九
八
七
年
、
ス
イ
ス
連
邦
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
な
事
案
に
つ

い
て
判
断
を
下
す
こ
と
と
な
っ
た
。
山
小
屋
か
ら
の
帰
り
道
、
Ａ
と

Ｂ
は
、
川
岸
の
道
路
沿
い
に
二
個
の
大
き
な
石
塊
が
あ
る
の
に
気
が

つ
い
た
。
Ａ
は
、
こ
れ
ら
の
石
を
岩
壁
の
傾
斜
面
に
転
落
さ
せ
よ
う

と
思
い
つ
い
た
。
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
二
人
は
よ
く
知
っ
て

お
り
、
川
岸
に
は
し
ば
し
ば
人
、
と
り
わ
け
釣
り
人
が
立
ち
入
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
石
を
落
と
せ
ば
、
そ
の
周
辺

に
た
ま
た
ま
人
が
立
ち
入
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
人
に
石
が
当
た

る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
Ｂ
は
、
Ａ
の
提

案
に
従
い
、
崖
の
方
へ
少
し
前
に
出
て
、
崖
下
あ
る
い
は
川
岸
周
辺

に
誰
か
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
そ
の
際
Ｂ

は
、
下
に
向
か
っ
て
大
声
で
、
誰
か
そ
こ
に
い
る
か
と
呼
び
か
け
た
。

し
か
し
な
が
ら
Ｂ
は
そ
の
場
所
か
ら
は
川
岸
の
状
況
を
調
べ
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
呼
び
か
け
に
対
し
て
返
答
が
な
か
っ
た
の
で
、

Ｂ
は
Ａ
の
方
へ
戻
る
と
、
一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
あ
る
大
き
な
重

い
石
を
崖
か
ら
転
落
さ
せ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
、
Ａ
が
、
五
二
キ
ロ

ほ
ど
の
重
さ
の
石
を
同
じ
よ
う
に
転
落
さ
せ
た
。
崖
下
に
い
た
釣
り

人
が
、
石
塊
の
う
ち
の
一
個
に
当
た
っ
て
死
亡
し
た
が
、
誰
が
、
死

を
も
た
ら
し
た
石
塊
を
転
落
さ
せ
た
か
は
、
確
定
で
き
な
か
っ
た
。

　

ス
イ
ス
連
邦
裁
判
所
は
、「
被
告
人
両
名
は
、
共
同
し
て
二
個
の

石
塊
を
崖
か
ら
転
落
さ
せ
よ
う
と
意
欲
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
個
々
の
寄
与
そ
れ
ぞ
れ
が
構
成
要
件
に
該

当
す
る
結
果
に
対
し
て
因
果
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
共

同
し
て
行
わ
れ
た
全
体
行
為
と
当
該
結
果
と
の
因
果
性
が
肯
定
さ
れ

る
べ
き
か
を
問
う
べ
き
で
あ
る
。（
…
…
）
被
告
人
両
名
が
そ
れ
ぞ

れ
独
立
に
行
為
し
た
と
い
う
場
合
な
ら
ば
、
異
な
る
判
断
を
行
う
べ

き
で
あ
る（

（
（

。」
と
し
た
。
こ
の
事
件
と
こ
の
判
決
の
理
由
づ
け
は
、

刑
法
学
界
に
お
い
て
過
失
犯
に
お
け
る
共
同
正
犯
の
議
論
に
火
を
つ

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ⅱ
．
問
題
の
所
在

　

過
失
共
同
正
犯
肯
定
説
の
支
持
者
は
、
こ
の
理
論
構
成
を
用
い
て

処
罰
の
間
隙
を
埋
め
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
批
判
さ
れ
る（

（
（

。
こ
の
批

判
は
、
類
似
の
事
案
を
扱
っ
た
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
上
級
地
方
裁

判
所
の
一
九
八
一
年
判
決
に
よ
く
言
い
表
さ
れ
て
い
る
。
被
告
人
両

名
は
、
窃
盗
を
共
同
し
て
計
画
し
、
工
場
構
内
に
侵
入
し
た
。
二
人

は
照
明
を
つ
け
ま
い
と
し
て
、
マ
ッ
チ
を
つ
け
、
火
を
つ
け
た
ま
ま

投
げ
捨
て
て
、
暗
闇
を
探
っ
た
が
、
マ
ッ
チ
の
火
が
布
地
に
着
火
し
、
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工
場
が
炎
上
し
た
。
被
告
人
両
名
の
う
ち
、
ど
ち
ら
の
者
の
マ
ッ
チ

棒
の
不
注
意
な
投
げ
捨
て
が
火
災
の
直
接
原
因
と
な
っ
た
の
か
は
、

確
定
で
き
な
か
っ
た
。
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
上
級
地
方
裁
判
所
は
、

被
告
人
両
名
を
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」
の
原
則
に
従
っ

て
無
罪
と
し
、
そ
の
際
、
両
者
の
行
為
寄
与
を
一
緒
に
集
合
体
と
し

て
評
価
し
、
こ
の
集
合
体
が
倉
庫
の
火
災
を
惹
起
し
た
と
い
う
評
価

を
可
能
に
す
る
よ
う
な
、
過
失
共
同
正
犯
と
い
う
概
念
を
否
定
し
た（

（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
通
説
が
支
持
す
る
帰
責
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
関
与
者
全
員
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
と

い
う
目
的
の
た
め
に
過
失
共
同
正
犯
と
い
う
理
論
構
成
を
用
い
る
必

要
は
ま
っ
た
く
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
通
説
の
前
提
と
す
る
等

価
的
な
因
果
関
係
と
い
う
概
念
に
よ
れ
ば
、
構
成
要
件
的
結
果
を
欠

落
さ
せ
る
こ
と
な
く
そ
の
行
為
を
取
り
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

な
行
為
は
、
す
べ
て
因
果
関
係
を
有
し
て
い
る（

（
（

。
あ
る
行
為
の
因
果

関
係
は
、
そ
の
行
為
に
続
い
て
あ
る
別
の
行
為
が
行
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
よ
っ
て
欠
落
す
る
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
別
の
言
い
方

を
す
れ
ば
、
あ
る
行
為
は
、
さ
ら
な
る
行
為
を
惹
起
し
う
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る（

（
（

。
必
要
条
件
と
十
分
条
件
の
論
理
的
な
区
別
は
重
要

で
は
な
く
、
む
し
ろ
条
件
の
時
間
的
な
順
序
に
し
た
が
っ
て
、
す
べ

て
の
要
素
が
同
じ
よ
う
に
原
因
と
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら（

（
（

、
原

因
の
数
は
、「
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
ズ
事
件
」
に
お
い
て
無
数

に
あ
る
。
他
の
結
果
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
は
同
様
に
妥
当
す
る
。

例
え
ば
死
亡
し
た
そ
の
釣
り
人
の
祖
先
全
員
、
Ａ
と
Ｂ
が
道
中
乗
車

し
て
い
た
自
動
車
を
生
産
し
た
す
べ
て
の
人
の
す
べ
て
の
祖
先
、
川

沿
い
の
道
路
の
建
設
に
携
わ
っ
た
者
す
べ
て
が
釣
り
人
の
死
の
原
因

と
な
る（

（
（

、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
数
え
上
げ
れ

ば
、
き
り
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（

（
（

。

　

等
価
説
は
、
価
値
に
拘
束
さ
れ
な
い
自
然
科
学
的
な
因
果
関
係
を

代
表
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
が（

（
（

、
帰
責
の
規
範
的
な
限
界
を
定

式
化
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
客
観
的
帰
属
」
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
客
観
的
帰
属
に
よ
れ
ば
、
許
さ
れ
な
い
危
険
の
創

出
と
な
り
え
、
こ
の
危
険
が
構
成
要
件
的
結
果
に
実
現
し
た
と
い
え

る
よ
う
な
条
件
の
み
が
重
要
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
論
理
操
作
に

よ
っ
て
の
み
、
Ａ
・
Ｂ
そ
し
て
釣
り
人
の
祖
先
は
無
罪
と
な
る
。
な

ぜ
な
ら
、
子
供
を
産
む
こ
と
は
、
回
避
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
そ
の

子
供
の
死
亡
に
疑
い
も
な
く
必
要
的
な
条
件
で
あ
る
と
い
い
う
る
け

れ
ど
も
、
一
般
に
、
法
的
に
許
さ
れ
な
い
危
険
の
創
出
と
は
み
な
さ

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
帰
責
モ
デ
ル
に
依
拠
し
つ
つ
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
石
を
見
通
し
の
悪
い
崖
か
ら
転
落

さ
せ
る
と
い
う
合
意
は
、
気
づ
か
れ
な
い
ま
ま
崖
の
下
に
い
た
人
間

に
対
し
て
危
険
を
お
よ
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
危
険
性
を
帯
び
て

い
る
が
ゆ
え
に
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
合
意
を
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
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Ａ
も
Ｂ
も
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
石
を
落
と
す
と
い
う
こ
と
は
し
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
合
意
は
Ａ
と
Ｂ

の
行
為
の
原
因
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
の
落
と
し
た
石
が
釣

り
人
に
当
た
っ
て
そ
の
死
を
惹
起
し
た
か
は
重
要
で
は
な
い（

（1
（

。
こ
の

よ
う
な
結
論
は
、
通
説
が
支
持
し
て
い
る
、
過
失
犯
に
お
け
る
統
一

的
正
犯
概
念
の
採
用
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

こ
の
講
演
で
は
、
行
為
と
い
う
も
の
は
そ
も
そ
も
そ
の
定
義
か
ら

し
て
、
自
由
な
意
思
決
定
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
も

な
け
れ
ば
当
然
行
為
と
は
い
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
人
間
が
行

為
を
そ
も
そ
も
惹
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
は

触
れ
な
い
で
お
き
た
い（

（1
（

。
統
一
的
正
犯
概
念
の
帰
責
モ
デ
ル
か
ら
の

帰
結
は
、
故
意
の
領
域
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
故

意
犯
の
領
域
に
お
い
て
も
す
で
に
、
共
同
犯
行
計
画
が
そ
の
後
の
行

為
実
行
の
原
因
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
見
解
に

お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
付
加
的
共
同
正
犯
」
を
め
ぐ
る
論
争
は
、

表
面
的
な
問
題
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。「
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス

ト
ー
ン
ズ
事
件
」
に
お
け
る
よ
う
に
、
複
数
の
寄
与
の
う
ち
、
ど
れ

が
結
果
を
惹
起
し
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
、
ロ
ク
シ
ン
が

主
張
し
て
い
る
よ
う
な（

（1
（

、
危
険
の
増
大
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
そ
の

代
わ
り
に
、
共
同
の
行
為
決
意
に
よ
り
、
原
因
性
は
す
で
に
生
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
共
同
犯
行
計
画
が
そ
の
後
の
法
益
侵
害
の
原
因
で

あ
る
な
ら
ば
、
共
同
正
犯
と
し
て
の
帰
責
を
実
行
行
為
段
階
に
限
定

す
る
必
要
は
な
く
、
こ
の
点
は
ロ
ク
シ
ン
説
に
お
い
て
も（

（1
（

同
様
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
心
理
的
な
作
用
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
す

で
に
未
遂
が
始
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
刑
法
は
、
共
同
正
犯
に
お
け
る
未
遂
（
ド
イ
ツ
刑

法
二
二
条
、
二
五
条
二
項
）
と
、
―
―
効
果
の
な
か
っ
た
―
―
共
同

行
為
を
行
う
こ
と
の
合
意
（
ド
イ
ツ
刑
法
三
〇
条
二
項
）
と
を
区
別

し
て
い
る
。
三
〇
条
二
項
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
重
罪
に
つ
い
て

合
意
し
た
か
ら
と
い
っ
て
共
同
正
犯
と
し
て
の
構
成
要
件
実
現
が
開

始
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ド
イ
ツ
刑
法
二
二
条

の
未
遂
の
可
罰
性
の
規
定
と
は
別
個
に
ド
イ
ツ
刑
法
三
〇
条
二
項
の

規
定
を
置
く
意
味
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
共
同
正
犯
を
因
果
的
に

解
釈
す
る
見
解
は
論
理
的
に
み
て
根
拠
が
薄
弱
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

―
―
後
行
す
る
―
―
行
為
の
実
行
は
、
行
為
の
合
意
内
容
の
対
象
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
為
の
合
意
は
同
時
に
行
為
実

行
の
一
部
と
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
一
連
の
許
さ
れ
な
い
行
為
の
中
で
、
す
べ
て
の
行
為
が

同
程
度
に
そ
の
後
の
法
益
侵
害
に
対
し
て
原
因
と
み
な
さ
れ
る
べ
き

と
す
れ
ば
、
教
唆
、
幇
助
、
間
接
正
犯
、
そ
し
て
共
同
正
犯
は
も
は

や
「
本
来
の
」
行
為
態
様
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
え
な
い
こ
と
に
な
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
関
与
者
が
共
同
し
て
構
成
要
件
的
結
果
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を
惹
起
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
刑
法
二
五
条
以
下
は
、
そ

う
す
る
と
、
単
に
量
刑
を
規
律
す
る
も
の
と
し
て
の
意
味
し
か
な
く

な
る
こ
と
に
な
る（

（1
（

。

Ⅲ
．
共
同
正
犯
の
本
質
と
相
互
的
帰
属
の
理
由

　

行
為
の
合
意
は
、
む
し
ろ
、
様
々
な
人
間
の
様
々
な
行
為
を
一
個

の
行
為
計
画
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
行
為
計
画
に
関
与
し
た

す
べ
て
の
者
に
対
し
、
す
べ
て
の
個
々
の
行
為
が
帰
責
さ
れ
る
根
拠

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
刑
法
二
五
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
共
同
正
犯
は
、

す
で
に
ド
イ
ツ
刑
法
二
五
条
一
項
に
よ
っ
て
正
犯
と
な
る
人
間
の
行

為
が
重
複
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
だ
け
の
規
定
な
の
で
は

な
く（

（1
（

、
創
設
的
な
帰
責
規
範
で
あ
る
。
間
接
正
犯
に
お
け
る
背
後
者

に
お
け
る
の
と
同
様
に
、
共
同
正
犯
に
お
い
て
も
、
自
ら
構
成
要
件

的
行
為
を
行
わ
な
い
共
同
正
犯
者
で
あ
っ
て
も
、
共
同
犯
行
計
画
を

実
行
す
る
た
め
に
役
割
分
担
し
て
協
力
し
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

他
人
の
行
為
が
自
己
の
行
為
と
し
て
帰
責
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

相
互
的
な
行
為
帰
責
こ
そ
が
共
同
正
犯
の
不
法
を
基
礎
づ
け
る
の
で

あ
る
。
共
同
正
犯
と
い
う
帰
責
形
態
を
仲
立
ち
と
し
て
、
自
分
自
身

は
構
成
要
件
的
結
果
を
実
現
し
な
か
っ
た
者
も
同
様
に
正
犯
と
み
な

さ
れ
る
―
―
そ
し
て
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
個
々
の
寄
与
の
因
果
関

係
の
証
明
を
放
棄
で
き
る
と
い
う
無
視
で
き
な
い
副
次
的
効
果
が
生

じ
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

歴
史
的
に
み
れ
ば
、
共
同
正
犯
の
概
念
は
、
中
世
に
お
け
る
共
謀

理
論
か
ら
発
展
し
た（

（2
（

。
共
謀
は
二
つ
の
要
素
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ

る
。
協
力
者
間
に
お
い
て
、
協
力
を
期
待
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互

的
に
教
唆
し
あ
い
、
力
づ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
共
謀
者
の
協
働
が
、

少
な
く
と
も
行
為
の
場
所
に
そ
の
者
が
い
る
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
、

で
あ
る
。
犯
罪
集
団
（societas delinquendi

）
は
こ
の
点
に
か

ん
が
み
、
と
り
わ
け
危
険
と
み
な
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う

な
場
合
、
協
力
し
あ
う
犯
罪
者
達
は
優
位
的
立
場
に
あ
り
、
被
害
者

の
抵
抗
の
可
能
性
は
制
約
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
今
日
に
お
い
て
も
「
集
団
犯

（K
onvergenzdelikten

）」（
例
え
ば
、
刑
法
一
七
六
ａ
条
二
項
二

号
、
一
七
七
条
二
項
二
号
、
二
二
四
条
一
項
四
号
）
の
中
に
見
ら
れ

る
（
（2
（

。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
帰
責
の
対

象
―
―
特
に
危
険
な
犯
行
形
態
―
―
が
、
帰
責
の
根
拠
―
―
犯
罪
行

為
を
行
う
こ
と
を
相
互
的
に
約
束
す
る
こ
と
―
―
と
が
混
同
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
一
九
世
紀
末
に
な
る
と
、
共
同
正
犯
に
お
い
て
は
、
相

互
的
な
委
任
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
の
見
解
が
通
説
化
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
自
分
自
身
に
よ
る
事
実
上
の
協
働
は
、
他
の
共
同
正
犯
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者
の
行
為
を
帰
責
す
る
に
あ
た
っ
て
、
も
は
や
必
要
で
は
な
い
こ
と

に
な
っ
た（

（2
（

。
現
在
で
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
立
場
を
採
る
も
の
と
し

て
、
相
互
的
教
唆
の
理
論
が
あ
る（

（2
（

。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
教
唆
と

同
じ
く
共
同
正
犯
に
お
い
て
も
、
い
わ
ば
契
約
当
事
者
が
、
相
互
的

に
助
け
合
う
と
い
う
、
違
法
な
行
為
を
行
う
こ
と
の
契
約
を
締
結
し

て
い
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、

関
与
者
は
相
互
に
代
理
し
合
い
、
共
同
正
犯
者
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

「
仕
業
」
と
他
人
の
「
仕
業
」
の
双
方
に
配
慮
す
る
の
で
あ
る
。
す

で
に
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
共
同
正
犯
は
、「
犯

罪
行
為
に
お
け
る
自
由
な
代
理（

（2
（

」
で
あ
る
。
共
同
正
犯
者
は
み
な
、

相
互
的
に
他
人
に
貢
献
し
あ
う
の
で
あ
る
か
ら
、
構
成
要
件
の
実
現

に
向
け
て
行
わ
れ
た
行
動
す
べ
て
を
自
分
自
身
で
行
っ
た
の
と
同
じ

よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

帰
責
と
い
う
概
念
に
関
し
て
、
こ
の
概
念
が
啓
蒙
主
義
に
お
け
る

法
哲
学
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
か
を
考
察
し
て
も
、

同
じ
よ
う
な
思
考
に
た
ど
り
着
く
。
帰
責
と
は
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、

「
あ
る
ひ
と
を
あ
る
行
為
の
創
始
者
（causa libera

自
由
に
よ
る

原
因
）
と
み
な
す
判
断
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
の
行
為
は
作
為

（factum

）
と
呼
ば
れ
、
法
則
の
下
に
あ
る
（
訳
注
：
樽
井
正
義
＝

池
尾
恭
一
訳
「
人
倫
の
形
而
上
学
」『
カ
ン
ト
全
集
一
一　

人
倫
の

形
而
上
学
』（
二
〇
〇
二
年
）
四
四
頁
か
ら
引
用（

（2
（

）」。
し
た
が
っ
て
、

帰
責
判
断
の
出
発
点
と
な
る
の
は
自
由
意
思
で
あ
る
が
、
帰
責
概
念

は
、
集
合
体
の
答
責
性
を
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
前
提

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
道
徳
的
人
格
性
（persona m

oralis

）
は
、

す
で
に
啓
蒙
主
義
の
自
然
法
思
想
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。Ⅳ

．
補
論
：「persona m

oralis

」
に
つ
い
て（

（2
（

　

集
団
と
そ
の
構
成
員
が
相
互
に
負
っ
て
い
る
責
任
に
つ
い
て
は
、

中
世
か
ら
す
で
に
議
論
さ
れ
て
き
た（

（2
（

。
例
え
ば
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
が
、

国
家
に
よ
る
不
法
と
い
う
帰
結
を
伴
う
正
戦
論
と
の
関
連
で
、
こ
の

点
に
触
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
最
上
位
の
国
家
権
力
の
責
任
を
そ

の
臣
下
の
者
が
負
う
の
は
、
そ
の
者
が
犯
罪
行
為
に
同
意
し
、
君
主

の
命
令
に
基
づ
い
て
何
か
を
自
分
自
身
で
行
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
る（

（3
（

。

「
道
徳
的
人
格
性
」
の
概
念
は
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
よ
っ
て
さ

ら
に
深
め
ら
れ
、
初
め
て
体
系
的
に
構
築
さ
れ
た
。
彼
は
、「
複
数

の
人
間
が
、
あ
る
合
意
に
基
づ
い
て
意
欲
し
、
行
動
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
、
複
数
で
は
な
く
、
一
つ
の
意
思
お
よ
び
一
つ
の
行
為

と
し
て
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
お
互
い
に
合
意
し
て
い
る

場
合
に
お
い
て
道
徳
的
人
格
性
は
構
築
さ
れ
、
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
は
、
以
下
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
と
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き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
人
が
、
自
己
の
意
思
を
、
あ
る
一
人
の

人
間
、
あ
る
い
は
集
合
体
の
意
思
に
次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
形

で
服
さ
せ
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
要
件
と
は
第
一
に
、
各
人
が
、
全

員
の
意
思
、
そ
し
て
全
員
の
行
動
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
欲
し

て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
合
意
自
体
の
性
質
か
ら
、
そ
の
合
意

と
関
連
づ
け
ら
れ
、
そ
の
合
意
の
目
的
と
合
致
し
て
い
る
事
柄
す
べ

て
に
つ
い
て
、
常
に
決
定
し
、
実
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と

他
の
者
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
、
各
人
が
欲
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
（
（3
（

」。

　

そ
れ
ゆ
え
、
複
数
人
の
意
思
の
合
致
に
よ
り
一
つ
の
道
徳
的
人
格

性
を
創
設
し
う
る
。
こ
の
意
思
の
合
致
に
よ
り
各
人
の
意
思
が
全
員

の
共
同
の
意
思
と
な
り
、
個
々
人
は
道
徳
的
人
格
性
と
の
関
係
に
お

い
て
統
一
的
な
全
体
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ

の
行
為
は
、
こ
の
共
同
体
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
区
別

さ
れ
え
な
い
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
依
拠
し
た
、
同
一
視
に
関
す
る
こ

の
議
論
は
、
ネ
ッ
テ
ル
ブ
ラ
ッ
ト
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。「
複
数
の

人
間
が
あ
る
一
つ
の
道
徳
的
人
格
性
を
形
成
し
た
か
ど
う
か
は
、
こ

の
原
則
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
多
数
の
人
間
が
、
表
象
・
意
思
・

能
力
を
同
一
の
も
の
に
向
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
彼
ら
は
皆
同
様
に
、
一
個
の
人
格
と
見
做
さ
れ
、
道
徳
的
人

格
性
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
表
象
・
意
思
・
能
力

は
、
一
つ
の
表
象
・
意
思
・
能
力
と
見
做
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
身
体
的
に
は
複
数
で
あ
っ
て
、
一
人
の
人
間
で
は
な
い
と
し
て

も
、
そ
の
違
い
は
重
要
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る（

（3
（

」。
こ
の

道
徳
的
人
格
性
に
帰
責
さ
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
こ
の
道
徳
的
人
格

性
の
意
思
に
還
元
さ
れ
う
る
も
の
は
、
形
式
上
は
統
一
体
と
扱
わ
れ

る
た
め
、
そ
の
道
徳
的
人
格
性
の
部
分
全
体
に
、
す
な
わ
ち
各
人
に

同
じ
よ
う
に
帰
責
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
カ
ン
ト
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、
道
徳
的
人
格
性
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
、「
自
由
に
よ

る
原
因
」
と
し
て
行
為
を
惹
起
し
う
る
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
道
徳
的
人
格
性
は
、
行
動
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
能
力
は
、
道
徳
的
人
格
性
が
、
規
律
に
服
す
る
意
思
を
有
し
て

い
る
が
ゆ
え
に
獲
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
道
徳
的
人
格
性
は
、

様
々
な
人
間
の
統
一
体
か
ら
成
立
す
る
が
、
そ
の
行
為
は
道
徳
的
人

格
性
、
す
な
わ
ち
集
団
に
帰
責
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
道
徳
的

人
格
性
を
構
成
し
て
い
る
構
成
員
に
も
帰
責
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

構
成
員
は
、
そ
の
性
格
上
、
す
な
わ
ち
道
徳
的
人
格
性
に
関
与
し
て

い
る
と
い
う
性
質
上
、
お
互
い
に
分
離
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
ア
イ
フ
ェ
レ
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
部
分
は
、
全
体
の
一
部
で
あ
る
と
き
に
の
み
、
部
分
と
し
て
評
価

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
は
、
こ
れ
ら
の
部
分
が
構
成
し
て
い
る
全
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体
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
同
一
性
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
道
徳
的
人
格
性
の
全
体
は
、
そ
の
意
思
の
統
一
体
に
よ
り
決
定

づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
る
部
分
が
、
全
体
に
よ
っ
て
決
定
づ

け
ら
れ
て
い
る
機
能
に
よ
り
動
か
さ
れ
て
い
る
と
き
、
そ
の
動
き
は
、

全
体
の
動
き
と
区
別
で
き
な
く
な
る
。
あ
る
動
き
が
、
全
体
と
し
て

の
統
一
体
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
全
体
の
一
部

と
な
り
う
る
よ
う
な
部
分
の
一
つ
が
、
全
体
の
一
部
と
し
て
動
い
て

お
り
、
他
の
機
能
を
有
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
全
体
の
動
き
、

さ
ら
に
、
全
体
を
構
成
し
て
い
る
部
分
す
べ
て
の
動
き
と
な
る
の
で

あ
る
。
道
徳
的
人
格
性
の
部
分
は
自
然
人
で
あ
る
の
で
、
道
徳
的
人

格
性
の
部
分
と
し
て
、
そ
の
機
能
と
し
て
行
わ
れ
た
行
為
も
ま
た
す

べ
て
、
全
体
の
行
為
と
見
做
さ
れ
る
。
…
…
従
っ
て
、
自
然
人
は
、

道
徳
的
人
格
性
の
部
分
で
あ
り
、
こ
の
道
徳
的
人
格
性
に
、
自
然
人

の
行
為
が
帰
責
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
道
徳
的
人
格
性
が

自
然
人
の
行
為
を
物
理
的
に
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
も
、

自
然
人
と
い
う
他
者
に
行
為
が
帰
属
さ
れ
る
の
で
は
な
い（

（3
（

。」
こ
の

形
式
的
な
考
察
―
―
論
理
的
分
析
は
常
に
形
式
的
で
あ
る
が
―
―
に

よ
っ
て
、
集
合
体
は
集
合
体
へ
の
帰
責
を
正
当
化
す
る
だ
け
で
、
そ

れ
と
は
区
別
さ
れ
た
（
自
然
）
人
へ
の
帰
責
を
正
当
化
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
反
論
は
妥
当
し
な
い
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

例
え
ば
代
理
な
ど
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
説
明
づ
け
る
必
要
は
な
い

の
で
あ
る
。

Ｖ
．
再
び
、
共
同
正
犯
論
に
つ
い
て

　

こ
の
、「
道
徳
的
人
格
性
」
と
い
う
概
念
は
、
共
同
正
犯
に
お
け

る
帰
責
モ
デ
ル
と
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
共
同
正
犯
は
、
意
思

の
合
致
に
よ
り
共
同
行
為
計
画
を
構
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、
各
人
は
、

自
己
の
行
為
を
通
じ
て
、
共
同
行
為
計
画
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
の
計
画
は
、
犯
罪
の
構
成
要
件
解
釈
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
相
互
的
な
代
理
と
い
う
よ
り
も
、
正
確

に
は
、
各
共
同
正
犯
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
共
同
行
為
計
画
を
代
表
す
る

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
グ
レ
コ
は
、
こ
の
よ
う
な
共
同
正
犯
の
理

解
に
対
し
て
、「
民
事
的
思
考
に
よ
る
も
の
」
と
批
判
し
、
違
法
な

行
為
を
行
う
契
約
、
あ
る
い
は
相
互
的
な
授
権
を
想
定
す
る
思
考
は
、

民
法
に
お
い
て
は
妥
当
し
う
る
も
の
の
、
刑
法
に
お
い
て
は
、
代
理

が
可
能
な
法
律
行
為
と
い
う
も
の
は
問
題
と
な
ら
な
い
、
と
す
る
。

現
に
、
他
人
の
責
任
を
帰
責
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も

刑
法
二
九
条
の
規
定
に
明
白
に
反
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
各
関
与
者
は
、

自
分
（
自
身
）
ゆ
え
に
処
罰
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
グ
レ
コ
の
批
判

の
主
眼
は
、
し
た
が
っ
て
、
刑
罰
は
高
度
に
属
人
格
的
な
権
利
（
特

に
自
由
権
）
の
侵
害
で
あ
る
と
い
う
、
刑
罰
の
持
つ
高
度
に
属
人
格
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的
な
性
格
か
ら
の
帰
結
と
し
て
、
犯
罪
行
為
に
も
高
度
な
属
人
格
性

が
要
求
さ
れ
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
高
度
な
属
人
格
性
は
、

相
互
的
な
帰
責
と
い
う
考
え
方
と
は
相
い
れ
な
い
。
プ
ッ
ペ
が
過
失

共
同
正
犯
に
対
す
る
批
判
の
中
で
、「
行
動
が
失
敗
す
る
と
い
う
の

は
、
そ
の
人
自
身
に
と
っ
て
の
み
、
い
え
る
こ
と
で
あ
る（

（3
（

」
と
し
て

い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
的
確
な
表
現
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
グ
レ
コ

の
「
高
度
な
属
人
格
性
」
と
い
う
表
現
が
、
何
を
意
味
し
て
い
る
か

で
あ
る
。「
人
格
」
と
い
う
概
念
を
歴
史
的
に
考
察
し
て
み
る
と
、

大
雑
把
に
言
え
ば
、
答
責
性
を
帰
属
さ
せ
る
「
何
か
」
を
決
め
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。「
人
格
」
と
は
従
っ
て
、
経
験
的
な

概
念
で
は
な
く
、
実
践
哲
学
的
、
も
し
く
は
法
的
な
概
念
で
あ
る（

（3
（

。

人
間
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
人
格
と
み
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

カ
ン
ト
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
人
格
と
は
、
行
為
の
責
任
を
帰
す

る
こ
と
の
可
能
な
主
体
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
道
徳
的
人
格
性
と
は
、

道
徳
法
則
の
下
に
あ
る
理
性
的
存
在
者
の
自
由
に
ほ
か
な
ら
な
い（

（3
（

（
訳
注
：
樽
井
正
義
＝
池
尾
恭
一
訳
「
人
倫
の
形
而
上
学
」『
カ
ン
ト

全
集
一
一　

人
倫
の
形
而
上
学
』（
二
〇
〇
二
年
）
三
九
頁
よ
り
引

用
）」。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
人
格
は
、
複
数
の
個
人
か
ら
も
構

成
し
う
る
の
で
あ
る
。
も
し
、「
高
度
な
属
人
格
性
」
と
い
う
表
現

が
、「
人
格
」
の
強
調
と
解
さ
れ
る
べ
き
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
に
、

「
自
手
性
」
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い（

（3
（

。「
道
徳
的
人
格
性
」
の
概
念

は
、
共
犯
理
論
に
取
り
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
こ
の
概
念
を
否
定
す
る
理
由
が
、
犯
罪
行
為

の
高
度
な
属
人
格
性
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
か

ら
生
じ
る
帰
結
、
特
に
、
間
接
正
犯
と
共
同
正
犯
を
正
当
化
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
不
可
罰
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
帰
結
を
甘

受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
行
為
支
配
論
は
、
共
同
正
犯
は
「
機
能
的
行
為
支
配
」
で

あ
る
と
す
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
共
同
正
犯
は
、
分
業
で
の
実
行

に
よ
る
構
成
要
件
的
実
現
で
あ
る
。
共
同
正
犯
者
の
行
為
支
配
は
、

行
為
の
実
行
に
お
い
て
彼
が
果
た
し
た
役
割
か
ら
生
じ
る
。
共
同
正

犯
者
は
そ
の
協
働
に
よ
っ
て
の
み
行
為
を
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
か

ら
、
共
同
正
犯
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
己
の
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
に

よ
り
、
共
同
し
て
目
指
さ
れ
た
事
柄
の
実
現
を
脅
か
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
共
同
正
犯
者
自
身
の
作
為
は
、
そ
の
共
同
正
犯
者

に
対
し
、
他
人
の
行
為
態
様
を
帰
責
す
る
こ
と
な
く
、
全
体
行
為
に

対
す
る
共
同
支
配
を
創
出
す
る
の
で
あ
る（

（3
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の

共
犯
者
が
自
分
の
行
為
を
行
う
か
否
か
を
自
分
自
身
で
決
定
し
て
い

る
と
い
う
場
合
に
、
共
同
正
犯
者
が
単
独
で
自
己
の
行
為
寄
与
を
通

じ
て
構
成
要
件
の
実
現
の
存
否
に
つ
い
て
の
重
要
な
決
定
を
な
し
う

る
と
何
ら
か
の
説
明
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
生
じ
る
と

い
え
る
。「
積
極
的
機
能
的
行
為
支
配
」
が
及
ぶ
の
は
、
常
に
、
自
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己
の
行
為
寄
与
に
限
定
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
共
同
正
犯
者
は
、
自
己
の
寄

与
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
に
よ
り
犯
罪
計
画
を
失
敗
に
終
わ

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、「
消
極
的
機
能
的
行
為
支
配
」
が
あ

れ
ば
足
り
る
と
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
や
は
り
問
題
解
決
に
資
す
る

こ
と
は
で
き
な
い（

（4
（

。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
幇
助
と
の
質
的
区
別

は
も
は
や
不
可
能
に
な
る
。
ロ
ク
シ
ン
も
、
寄
与
が
法
益
侵
害
に
対

し
て
必
須
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
区
別
の
基
準
と
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い（

（4
（

。
注
目
す
べ
き
は
、
グ
レ
コ
が
こ
の
批
判
に
対
し
て
、

共
同
正
犯
者
間
が
対
等
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
指
摘
に
は
、
賛
成
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
対

等
」
の
要
件
は
、
行
為
支
配
の
概
念
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
本
稿
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
対
等
な
立
場
に
あ
る
者
の

間
で
の
合
意
に
基
づ
い
て
共
同
正
犯
を
基
礎
づ
け
る
と
い
う
別
の
理

由
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

（4
（

。

　

共
同
正
犯
は
し
た
が
っ
て
、
複
数
人
に
よ
る
共
同
の
行
為
目
的
実

現
に
向
け
て
の
分
業
に
よ
る
協
働
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。「
機

能
的
行
為
支
配
」
は
、
共
同
正
犯
の
表
現
型
を
記
述
す
る
た
め
の
比

喩
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
。
重
要
な
の
は
、
行
為
寄
与
者
間
の
、
双
方

向
的
な
、
契
約
類
似
の
約
束
で
あ
る
。
共
同
正
犯
者
は
そ
の
際
、
相

互
的
に
他
人
に
貢
献
し
あ
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
共
同
の
も
の

が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
共
同
犯
行
計
画
に
よ
る
双
方
向
的
な
自
己
の

拘
束
は
、
他
者
の
行
為
寄
与
の
相
互
的
な
帰
責
の
実
質
的
な
根
拠
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
共
同
正
犯
の
根
拠
づ
け

は
、
故
意
犯
の
み
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

Ⅵ
．
過
失
に
お
け
る
共
同
正
犯
に
つ
い
て
の
帰
結

　

過
失
犯
を
共
同
正
犯
と
し
て
実
行
す
る
と
い
う
思
考
は
、
現
代
の

理
論
刑
法
学
に
お
い
て
初
め
て
考
え
だ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ

の
よ
う
な
理
論
構
成
は
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
、
例
え
ば
、
ヘ
ル
シ
ュ

ナ
ー
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
フ
ラ
ン
ク（

（4
（

ら
に
よ
っ
て
、
す
で
に
論
じ
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
等
価
説
が
非
常
に
有
力
で
あ
っ
た
の
で
、
通

説
と
な
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
結
果
に
対
す
る
条
件
す
べ
て
が
法

的
に
等
価
で
あ
る
な
ら
ば
、
様
々
な
行
為
寄
与
の
客
観
的
区
別
の
基

準
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
主
観
説
に
従
い
、
関
与
者

の
内
的
な
意
思
の
方
向
性
が
重
要
に
な
る
。
過
失
犯
に
お
い
て
は
し

か
し
な
が
ら
、
共
同
の
行
為
決
意
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

関
与
者
の
表
象
は
非
犯
罪
的
な
目
的
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
犯
罪
結

果
の
観
点
か
ら
は
、
主
観
的
な
共
同
性
が
存
在
せ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
過

失
共
同
正
犯
も
あ
り
え
な
い（

（4
（

。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
表
現
の
差
こ

そ
あ
れ
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
過
失
共
同
正
犯
の
肯
定
に
対
す
る
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主
要
な
反
論
と
な
っ
て
い
る（

（4
（

。

　

過
失
共
同
正
犯
の
再
発
見
は
、
明
ら
か
に
、「
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス

ト
ー
ン
ズ
事
件
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、「
付
加
的
共
同
正
犯
」
に

お
け
る
、
個
々
の
行
為
寄
与
の
因
果
関
係
が
不
明
で
あ
る
よ
う
な
事

案
に
お
い
て
問
題
と
な
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
解
決
方
法
の

魅
力
は
、
個
々
の
行
為
寄
与
の
法
益
侵
害
に
対
す
る
因
果
関
係
が
不

要
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
相
互
的
な
帰
責
が
な
さ
れ
る
た
め
、
共
同

の
行
為
態
様
が
結
果
を
惹
起
し
た
こ
と
で
十
分
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
因
果
関
係
の
証
明
を
不
要
と
す
る
の
は
、
行
き
過

ぎ
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。
過
失
に
よ
る
行
為
態
様

の
競
合
が
す
べ
て
即
座
に
共
同
正
犯
と
な
る
わ
け
で
は
な
い（

（4
（

。

　

必
要
な
の
は
―
―
故
意
犯
と
同
じ
よ
う
に
―
―
、
す
べ
て
の
関
与

者
が
、
許
さ
れ
な
い
危
険
の
設
定
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
共
同
行
為

計
画
に
お
け
る
対
等
な
当
事
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
、

共
同
犯
行
計
画
で
あ
る
。
合
意
内
容
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
正
犯

者
が
ど
の
行
為
寄
与
を
行
っ
た
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
際
、
共
同
犯
行
計
画
は
、
す
べ
て
の
共
犯
者
に
よ
っ

て
目
指
さ
れ
た
結
果
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行

う
べ
き
行
為
に
関
連
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
す
べ
て
の
共
同
正
犯
者
が
同
一
犯
罪
の
目
的
を
有
し
て
い

た
か
は
重
要
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
関
与
者
の
一
人
が
強
盗
の
メ
ル

ク
マ
ー
ル
を
充
足
し
た
な
ら
ば
、
窃
盗
と
強
盗
の
共
同
正
犯
が
認
め

ら
れ
、
さ
ら
に
強
盗
と
強
要（

（4
（

、
傷
害
と
殺
人（

（4
（

の
共
同
正
犯
も
認
め
ら

れ
る
。
動
機
が
異
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
計
画
の
共
同
性
は
否
定
さ

れ
な
い（

（5
（

。
共
同
正
犯
に
従
属
性
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
共
犯
者
の

可
罰
性
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
帰
責
さ
れ
る
べ
き
行
為
が
そ
の
者
自

身
の
行
為
と
し
て
刑
法
的
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
か
の
み

が
重
要
な
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
刑
法
二
五
条
二
項
に
お
い
て
は
す
べ

て
の
共
同
正
犯
者
が
同
一
の
犯
罪
的
結
果
を
目
指
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う（

（5
（

、
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
批
判
は
、
し
た
が
っ
て
、
十
分

な
根
拠
に
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る（

（5
（

。

　

過
失
に
お
け
る
共
同
正
犯
は
、
可
罰
的
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
協
働

に
明
確
な
限
界
を
設
定
す
る
点
に
お
い
て
、
統
一
的
正
犯
概
念
に
よ

る
解
決
よ
り
も
優
っ
て
い
る
。
共
同
の
計
画
に
基
づ
い
て
分
業
を
行

い
な
が
ら
協
働
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
は
、
注
意
義
務
に
よ
り
引
き
起

こ
さ
れ
た
原
因
を
等
価
的
に
扱
う
と
い
う
モ
デ
ル
よ
り
も
要
件
が
厳

し
く
な
る（

（5
（

。

　

際
限
の
な
い
責
任
の
拡
大
を
主
張
す
る
一
連
の
見
解
は
、
そ
れ
ゆ

え
正
し
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
プ
ッ
ペ
は
、
犯
罪
的
な

意
味
づ
け
の
な
い
共
同
行
為
計
画
は
恣
意
的
な
操
作
が
可
能
な
も
の

だ
と
す
る
。
お
互
い
に
協
力
し
あ
う
関
係
に
あ
る
行
為
態
様
を
ど
こ

ま
で
同
一
の
行
為
計
画
と
し
て
統
一
す
る
か
に
よ
っ
て
、
共
同
正
犯
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の
成
立
範
囲
の
広
狭
が
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
で
あ
る（

（5
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
故
意
犯
に
お
い
て
は
、
犯
行
計
画
は
構
成
要
件

に
よ
っ
て
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
故
意
に
注
意
義

務
違
反
を
行
う
行
為
が
処
罰
さ
れ
る
よ
う
な
構
成
要
件
が
存
在
す
れ

ば
、
そ
の
限
り
で
共
同
正
犯
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
行

為
に
よ
っ
て
故
意
な
く
（
し
か
し
な
が
ら
過
失
に
よ
っ
て
）
惹
起
さ

れ
た
結
果
が
あ
る
か
ら
共
同
正
犯
が
可
能
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い（

（5
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
際
限
の
な
い
責
任
の
拡
張
に
つ
い
て
の
批

判
は
、
共
同
性
は
、
個
々
の
構
成
要
件
が
禁
じ
て
い
る
危
険
の
創
出

と
関
連
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
妥
当
で

は
な
い
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
結
果
的
加
重
犯
に
お
い
て
も
共
同
正

犯
は
可
能
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
加
重
さ
れ
た
結
果
に
関
し
て
関
与
者

が
負
う
の
は
、
過
失
責
任
の
み
で
あ
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（5
（

。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
基
本
犯
に
つ
い
て
は

共
同
正
犯
を
認
め
、
こ
れ
を
特
別
の
結
果
と
の
関
連
で
成
立
す
る
過

失
同
時
犯
と
結
合
さ
せ
る
と
い
う
の
は
自
己
矛
盾
で
あ
ろ
う
。
あ
る

一
つ
の
行
い
を
、
共
同
で
あ
る
と
同
時
に
結
合
さ
せ
な
い
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い（

（5
（

。

　

別
の
批
判
と
し
て
は
、
法
的
に
重
要
で
は
な
い
「
中
立
な
」
行
為

と
の
限
界
を
設
定
す
る
主
観
的
な
基
準
と
し
て
、
共
同
正
犯
は
共
同

の
犯
罪
的
意
味
連
関
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ

の
主
張
は
、
過
失
に
お
い
て
は
、
共
同
実
行
は
主
観
的
に
は
許
さ
れ

た
行
為
計
画
に
向
け
ら
れ
る
の
で
、
立
法
者
さ
え
、
関
与
形
態
に
関

す
る
概
念
を
一
か
ら
見
直
さ
な
け
れ
ば
、
過
失
共
同
正
犯
の
概
念
を

導
入
で
き
な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
る（

（5
（

。
し
か
し
、
個
々
の
過
失
正

犯
者
が
、
法
益
侵
害
の
予
見
と
い
う
意
味
で
の
、
犯
罪
的
な
意
味
連

関
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
、
そ
の
欠
如
を
も
っ
て
過

失
共
同
正
犯
へ
の
批
判
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

過
失
共
同
正
犯
は
法
的
に
中
立
的
な
態
度
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
全
体
行
為
計
画
は
、
通
常
の
基
準
に

よ
っ
て
許
さ
れ
な
い
危
険
を
創
出
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る（

（5
（

。
以
下
の
よ
う
な
見
解
に
つ
い
て

も
同
様
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
共
同

正
犯
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
他
の
共
同
正
犯
者
に
と
っ
て
認
識
可
能
で
あ

る
危
険
の
徴
候
と
そ
の
危
険
性
の
評
価
を
、
自
分
自
身
も
他
の
共
同

正
犯
者
と
同
様
に
よ
く
認
識
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
一
体
的
な
行
為

不
法
を
犯
行
計
画
が
基
礎
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
認
識
あ
る

過
失
と
認
識
な
き
過
失
が
競
合
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
当
て
は
ま
ら
ず
、
法
は
こ
の
二
つ
の
過
失
形
態
を
区
別
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
過
失
共
同
正
犯
も
全
体
と
し
て
認
め
ら
れ
え
な

い
と
い
う
見
解
で
あ
る（

（6
（

。
し
か
し
な
が
ら
共
同
正
犯
に
お
い
て
は
、

他
人
の
行
為
不
法
が
帰
責
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
一
人
の
、
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他
者
に
帰
責
さ
れ
る
行
為
が
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
者
以
外
の
者
に
と
っ

て
行
為
不
法
と
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
共
同
正

犯
者
は
、
あ
た
か
も
共
犯
者
の
行
為
を
自
分
自
身
が
成
し
遂
げ
た
か

の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
共
同
行
為

計
画
の
帰
結
と
し
て
法
益
侵
害
が
起
こ
り
う
る
こ
と
が
各
共
同
正
犯

者
に
お
い
て
認
識
可
能
で
あ
る
こ
と
の
み
が
重
要
で
あ
る（

（6
（

。

Ⅶ
．
つ
ま
り
過
失
共
同
正
犯
と
は
？

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
に
お
い
て
は
、
本
質
的
に
は
、
二
つ
の
過

失
共
同
正
犯
モ
デ
ル
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
客
観
的
モ
デ
ル
は
、
故

意
行
為
と
過
失
行
為
の
犯
罪
構
造
の
違
い
に
鑑
み
て
、
共
同
犯
行
計

画
と
共
同
行
為
の
認
識
と
い
う
要
件
を
放
棄
す
る
。
過
失
不
法
を
客

観
的
に
構
築
す
る
見
解
に
よ
れ
ば
、
過
失
共
同
正
犯
の
構
造
も
客
観

的
に
捉
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
共
同
の
行
為
に
よ
り
危
険
を
高

め
た
こ
と
が
帰
責
の
根
拠
と
な
る（

（6
（

。

　

こ
こ
で
、
か
つ
て
の
、
過
失
犯
に
お
け
る
客
観
的
あ
る
い
は
主
観

的
側
面
に
関
す
る
論
争
を
再
び
蒸
し
返
す
こ
と
は（

（6
（

、
ま
っ
た
く
重
要

な
論
点
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法

益
侵
害
を
避
け
え
た
か
、
避
け
え
た
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
か
、
そ
し

て
こ
の
問
題
を
犯
罪
体
系
の
中
の
ど
こ
で
扱
う
べ
き
か
、
と
い
う
問

題
は
、
様
々
な
行
為
を
「
全
体
行
為
」
と
し
て
一
体
の
も
の
と
し
て

み
な
し
う
る
た
め
の
基
準
と
は
、
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
事
前
の
合
意
が
な
く
て
も
複
数
の
共
同
正
犯
者
に
お
け
る
分

業
を
ど
の
よ
う
に
可
能
と
し
う
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
共
同
の
行
為
決
意
を
放
棄
す
る
な
ら
ば
、
共
同
正
犯
は
単
な
る

複
数
の
過
失
行
為
者
が
単
に
役
割
分
担
し
つ
つ
競
合
し
た
場
合
と
区

別
す
る
こ
と
が
も
は
や
で
き
な
く
な
る（

（6
（

。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
し

た
が
っ
て
、
あ
る
種
の
事
案
に
お
い
て
共
同
犯
行
計
画
を
、
危
険
に

対
す
る
共
同
の
答
責
性
に
よ
っ
て
代
替
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
過
失
共

同
正
犯
を
規
範
的
に
理
解
す
る
見
解
に
も
同
様
に
妥
当
す
る
の
で
あ

る
（
（6
（

。

　

以
上
に
対
し
て
、
適
切
で
あ
る
と
い
え
る
の
は
、
故
意
の
共
同
正

犯
に
対
応
さ
せ
て
考
え
る
過
失
共
同
正
犯
概
念
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
捉
え
方
に
よ
れ
ば
、
共
同
行
為
計
画
、
す
な
わ
ち
、
共
同
正
犯
者

が
対
等
の
立
場
で
双
方
向
的
に
、
あ
る
目
的
の
達
成
の
た
め
に
、
お

互
い
に
調
整
し
あ
っ
た
行
為
を
行
う
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
。
こ
の
「
全
体
行
為
」
は
法
的
に
認
め
ら
れ

な
い
危
険
の
設
定
、
換
言
す
れ
ば
、
集
団
的
な
過
誤
行
為
と
評
価
さ

れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（6
（

。
こ
れ
に
加
え
、
共
同
正
犯
者
は
、

共
同
計
画
上
予
定
さ
れ
て
い
る
寄
与
を
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
例
え
ば
付
加
的
共
同
正
犯
の
事
案
に
お
け
る
よ
う
に
、
結
果
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が
共
同
行
為
計
画
と
因
果
的
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行

為
寄
与
と
結
果
の
間
の
結
び
つ
き
は
必
要
で
は
な
い
。
結
局
、
関
与

者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
行
為
計
画
の
危
険
性
を
認
識
で
き
、
か
つ
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
帰
責
の
前
提
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
関

与
者
間
に
お
け
る
危
険
の
表
象
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
必
要

で
は
な
い
。

Ⅷ
．
終
わ
り
に

　

過
失
犯
に
お
け
る
共
同
正
犯
に
関
す
る
議
論
は
、
処
罰
の
間
隙
を

埋
め
る
た
め
の
特
別
の
理
論
構
成
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、
故
意
の

共
同
正
犯
に
お
け
る
諸
原
則
と
矛
盾
す
る
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、

も
っ
ぱ
ら
共
同
正
犯
の
概
念
自
体
、
そ
し
て
共
同
正
犯
概
念
が
、
他

の
概
念
す
な
わ
ち
行
為
概
念
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に
問
題
が
あ

る
の
で
あ
る
。

（
1
）　BGE 113 IV

, 5‌8 

（6‌0

）. 

こ
の
判
決
の
言
い
回
し
は
、
過
失
共

同
正
犯
を
認
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
解
す
る

の
は
、O

tto, M
ittäterschaft beim

 Fahrlässigkeitsdelikt, Jura 
1990, S. 4‌7 ff. 

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
イ
ス
連
邦
裁
判
所

は
、
後
に
、
は
っ
き
り
と
過
失
共
同
正
犯
を
否
定
し
た
（BGE 126 

IV
, 84, 9‌0

）。

（
2
）　

例
え
ば
、H

einrich, Strafrecht. A
llgem

einer T
eil, 5. 

A
ufl. 2016, Rn. 999

。
し
か
し
な
が
ら
、
当
然
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
議
論
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
そ
れ
が
争
点

な
の
だ
と
す
れ
ば
、Puppe, W

ider die fahrlässige M
ittäter

schaft, GA
 2004, S. 129 ff. 

の
批
判
は
ま
っ
た
く
正
当
な
も
の
だ

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
3
）　O

LG Schlesw
ig N

StZ 1982, 116. 

よ
り
詳
し
く
は
、
不
作

為
犯
と
し
て
の
帰
責
に
関
す
る
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
保
証
人
的
義
務
を
基
礎
づ
け
る
、
危
険
な
先
行
行
為
は
、

マ
ッ
チ
を
つ
け
た
こ
と
、
マ
ッ
チ
を
投
げ
捨
て
た
こ
と
に
求
め
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、BayO

bLG N
JW

 1990, 3032

と
は
異

な
る
。

（
4
）　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、K

ühl, Strafrecht. A
llgem

einer 
T

eil, 7. A
ufl. 2012, 

§ 4‌ Rn. 9‌

が
詳
し
い
。

（
5
）　

詳
し
く
は
、R

oxin, Bem
erkungen zum

 Regreßverbot, 
Festschrift für T

röndle, 1989, S. 177 ff. 

参
照
。

（
6
）　

そ
れ
ゆ
え
、「
等
価
説
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

E
isele in: Schönke/Schröder, K

om
m

entar zum
 StGB, 29. 

A
ufl. 2014, V

or 

§§ 1‌3 ff. Rn. 7‌6

が
詳
し
い
。

（
7
）　

殺
人
者
の
祖
先
の
因
果
関
係
に
関
し
て
明
快
に
説
明
す
る
の
は
、

Puppe, U
nd führen, w

ohin du nicht w
illst, ZIS 2015, 426

で
あ
る
。
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（
8
）　

正
当
な
批
判
と
し
て
、A

ichele, Ex contradictione 
quodlibet, ZStW

 123 

（2011

）, 260 

（263 ff.

）
が
あ
り
、「
因
果

性
の
大
海
」
と
表
現
し
て
い
る
。

（
9
）　

例
え
ば
、R

oxin, Strafrecht. A
llgem

einer T
eil I, 4. A

ufl. 
2006, 

§ 1‌1 Rn. 7‌

。

（
10
）　E

isele in: Schönke/Schröder 

（Fn. 6‌

）, V
or 

§§ 1‌3 ff. 
Rn. 9‌2

が
詳
し
い
。

（
11
）　V

assilaki, Ist eine alternative T
atsachenfeststellung 

bei fahrlässiger Beteiligung m
öglich?, Festschrift für 

Schreiber, 2003, S. 499 （506 f.
）
参
照
。
実
質
的
に
は
、BGH

St 
7, 112 

（115

）
が
す
で
に
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
反
対
、

H
äring, D

ie M
ittäterschaft beim

 Fahrlässigkeitsdelikt, 
2005, S. 2‌5

。

（
12
）　H

erzberg, T
äterschaft und T

eilnahm
e, 1977, S. 7‌2 ff., 

9‌9 ff.; R
oxin, Festschrift für T

röndle, 1989, S. 177 f., 185; 
Bottke, T

äterschaft und Gestaltungsherrschaft, 1992, S. 
2‌3 ff.; Frisch, T

atbestandsm
äß

iges V
erhalten und 

Zurechnung des E
rfolgs, 1988, S. 303 f.; Schlehofer, 

T
äterschaft liche Fahrlässigk eit, Festschrif t für H

erzberg, 
2008, S. 355 

（366 ff.

）; P
uppe, M

itverantw
ortung des 

F
ahrlässigkeitstäters bei Selbstgefährdung des 

V
erletzten, G

A
 2009, S. 486 

（492 f.

）; Freund in: 
M

ünchener K
om

m
entar zum

 StGB, Bd. 1, 3. A
ufl. 2017, 

V
or 

§§ 1‌3 ff. Rn. 494 ff.; G
ropp, Strafrecht. A

llgem
einer 

T
eil, 4. A

ufl. 2015, 

§ 1‌0 Rn. 4‌3

を
参
照
の
こ
と
。
こ
の
見
解
に

対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、R

enzikow
ski, in: M

aurach/Gössel/
Zipf, Strafrecht. A

llgem
einer T

eil, T
b. 2, 8. A

ufl. 2014, 

§ 
4‌7 Rn. 130 ff.

。

（
13
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、R

enzikow
ski, Ist psychische 

K
ausalität dem

 B
egriff nach m

öglich?, Strafrechts
w

issenschaft als A
nalyse und K

onstruktion. Festschrift 
für Puppe, 2011, S. 211 ff. 

を
参
照
の
こ
と
。

（
14
）　

例
え
ば
、G

ropp, D
ie fahrlässige V

erw
irklichung des 

T
atbestandes einer strafbaren H

andlung – m
iteinander 

oder nebeneinander, GA
 2009, S. 265 

（274 ff.

）; R
otsch, 

„Gem
einsam

es V
ersagen

“ Zu Legitim
ität und Legalität 

der fahrlässigen M
ittäterschaft, Strafrechtsw

issenschaft 
als A

nalyse und K
onstruktion. Festschrift für Puppe, 

2011, S. 887 

（906

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
す
で
にH

äring 

（Fn. 
1‌1

）, S. 25; K
raatz, D

ie fahrlässige M
ittäterschaft, 2006, S. 

7‌8 f. 

が
正
し
い
批
判
を
し
て
い
る
。

（
15
）　R

oxin, Strafrecht, A
llgem

einer T
eil II, 2003, 

§ 2‌5 Rn. 
230. 

反
対
、Jakobs, Beteiligung durch Chancen- und Risiko

addition, Festschrift für H
erzberg, 2008, 395 （399

）。

（
16
）　R

oxin, T
äterschaft und T

atherrschaft, 9. A
ufl. 2017, 

S. 294 ff.; ders., A
T

-II 

（Fn. 1‌5

）, 

§ 2‌ 5 Rn. 198. 

通
説
と
は
異
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な
る
立
場
を
採
る
も
の
と
し
て
、H

eine/W
eißer in: Schönke/

Schröder  （Fn. 6‌

）, 

§ 2‌5 Rn. 6‌7 f. 

が
詳
し
い
。

（
17
）　Puppe, W

ie w
ird m

an M
ittäter durch konkludentes 

V
erhalten?, N

StZ 1991, S. 571 

（573 f.

）; D
encker, 

K
ausalität und Gesam

ttat, 1996, S. 133

も
参
照
。

（
18
）　

こ
の
よ
う
に
解
す
る
の
は
、Frisch 

（Fn. 1‌2

）, S. 215 

（m
it 

Fn. 235, 302 f.
）。
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
は
、
法
益
に
対
し
て
法

的
に
許
さ
れ
な
い
危
険
を
設
定
し
た
と
い
う
形
で
評
価
し
つ
く
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
す
べ
て
の
関
与
者
に
つ
い
て
妥
当
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
全
員
、
同
じ
よ
う
に
構
成
要
件
に
該
当
し
、
同

じ
よ
う
に
法
益
尊
重
義
務
に
違
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
関
与
し

た
人
物
は
、
単
に
「
可
罰
的
な
人
物
」
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ

の
よ
う
に
フ
リ
ッ
シ
ュ
は
考
え
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
統
一
的

正
犯
概
念
と
合
致
す
る
点
に
お
い
て
自
説
が
優
れ
て
い
る
と
す
る
。

実
質
的
に
同
様
の
立
場
に
立
つ
の
は
、Bloy, D

ie Beteiligungs
form

 als Zurechnungstypus im
 Strafrecht, 1985, S. 291 f.; 

Lesch, D
as Problem

 der sukzessiven Beihilfe, 1992, S. 
197, 285

等; Jakobs, A
kzessorietät. Zu den V

oraus
setzungen gem

einsam
er O

rganisation, GA
 1996, S. 253 

（259 f.

）; Böhringer, Fahrlässige M
ittäterschaft, 2017, S. 

178 ff.

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
学
説
自
体
が
因
果
的
思
考

に
捕
ら
わ
れ
て
お
り
、
統
一
的
正
犯
概
念
の
思
考
か
ら
は
、
立
法

を
通
じ
て
し
か
解
放
さ
れ
な
い
と
す
る
、H

am
dorf, Be

teiligungsm
odelle im

 Strafrecht, 2002, S. 268

も
参
照
の
こ

と
。

（
19
）　

こ
の
よ
う
な
見
解
に
反
対
す
る
の
は
、Schilling, D

er 
V

erbrechensversuch des M
ittäters und des m

ittelbaren 
T

äters, 1975, S. 7‌3 f.; Freund, Strafrecht. A
llgem

einer 
T

eil, 2. A
ufl. 2008, 

§ 1‌0 Rn. 164

（「
各
論
の
問
題
と
し
て
の
」

共
同
正
犯
に
つ
い
て
論
じ
る
）; Böhringer （Fn. 1‌8

）, S. 264 ff.

。

（
20
）　

こ
の
よ
う
な
見
解
に
反
対
す
る
の
は
、「
共
同
正
犯
は
し
た

が
っ
て
、
正
犯
の
結
果
惹
起
の
要
件
に
代
替
す
る
に
は
適
し
て
い

な
い
」
と
す
る
、Puppe, GA

 2004, S. 131 

で
あ
る
。
し
か
し

プ
ッ
ペ
は
、Puppe, D

er gem
einsam

e T
atplan der M

ittäter, 
ZIS 2007, S. 234 

（240 f.

）
に
お
い
て
、
付
加
的
共
同
正
犯
を
認

め
て
お
り
、
そ
の
主
旨
は
個
々
の
行
為
寄
与
の
因
果
関
係
が
認
定

さ
れ
え
な
い
点
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
の

点
、B

ecker, D
as gem

einschaftliche Begehen und die 
sogenannte additive M

ittäterschaft, 2009, S. 4‌6 ff., 167 

が
、

付
加
的
共
同
正
犯
を
否
定
し
て
い
る
の
は
論
理
一
貫
し
て
い
る
。

（
21
）　

カ
ロ
リ
ー
ナ
刑
法
典
一
四
八
条
一
文
は
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。Item

 so etlich personen m
it fürgesetztem

 
vnd vereynigtem

 w
illen vnd m

ut jem
andt bößlich zu 

erm
orden einander hilff vnd beistandt thun, die selben 

thätter alle haben das leben verw
irckt.

（
数
人
が
、
故
意
を

も
っ
て
、
一
致
し
た
意
思
に
よ
り
、
他
人
を
悪
意
を
も
っ
て
殺
害
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し
よ
う
と
し
て
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
者

は
す
べ
て
正
犯
者
と
し
て
、
生
命
を
も
っ
て
償
う
。）
詳
し
く
は
、

V
. H

aas, D
ie T

heorie der T
atherrschaft und ihre Grund

lagen. Zur N
otw

endigkeit einer Revision der Beteiligungs
lehre, 2008, S. 116 ff. 

参
照
。

（
22
）　

例
え
ばCarpzov, Practica nova im

perialis Saxonica 
rerum

 crim
inalium

 in partes III, 1635, pars I, qu. X
X

V
.12

。

今
日
に
お
い
て
も
な
お
、
共
同
正
犯
の
帰
責
の
根
拠
を
、
危
険
性

の
増
大
に
求
め
る
論
者
と
し
て
、Puppe, ZIS 2007, S. 236

。
よ

り
詳
し
く
は
、D

encker 

（Fn. 1‌7
）, S. 224 ff.; Lam

pe, T
äter

system
e: Spuren und Strukturen, ZStW

 119 

（2007

）, S. 
472 （499 f.

）
を
見
よ
。

（
23
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、K

üper, D
as „Gem

einschaftliche

“ 
an der gem

einschaftlichen K
örperverletzung, GA

 2003, S. 
363 （367 ff.

）
を
参
照
。

（
24
）　

例
え
ば
、Berner, D

ie Lehre von der T
heilnahm

e am
 

V
erbrechen und die neueren Controversen über D

olus 
und Culpa, 1847, S. 440 ff.; Binding, D

ie drei Grundform
en 

des verbrecherischen Subjekts: der T
äter, der 

V
erursacher 

（U
rheber

）, der G
ehilfe, in: ders., 

Strafrechtliche und strafprozessuale A
bhandlungen. 

Erster Band, 1915, S. 251 

（297 ff.

）; 

を
参
照
。
こ
れ
ら
の
論
者

に
対
す
る
批
判
は
、V

. H
aas, in: M

att/Renzikow
ski, StGB, 

2013, 

§ 2‌5 Rn. 6‌4

を
参
照
。

（
25
）　

基
本
的
な
点
に
つ
い
て
は
、K

indhäuser, H
andlungs- und 

norm
theoretische G

rundlagen der M
ittäterschaft, 

Festschrift für H
ollerbach, 2001, S. 627 

（645 f., 652

） 

を
参

照
。
詳
し
く
は
、Puppe, ZIS 2007, S. 235 f.; dies., D

ie A
rchi

tektur der Beteiligungsform
en, GA

 2013, S. 514 

（521 ff.

）

（
プ
ッ
ペ
は
、
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、
各
共
同
正
犯
者
が
未
遂
の

段
階
か
ら
寄
与
す
る
こ
と
を
求
め
る
）、H

oyer in: 
System

atischer K
om

m
entar zum

 StGB, 9. A
ufl. 2017, 

§ 
2‌5 Rn. 127

。
反
対
す
る
の
は
、 Schünem

ann in: Leipziger 
K

om
m

entar zum
 StGB, Bd. 1, 12. A

ufl. 2007, 

§ 2‌5 Rn. 161

。

（
26
）　B

inding, Strafrechtliche und strafprozessuale 
A

bhandlungen （Fn. 2‌4

）, S. 298.

（
27
）　K

ant, M
etaphysik der Sitten 

（1797

）, in: K
ants 

gesam
m

elte Schriften, 

（H
rsg.

） von der K
öniglich-

Preuß
ischen A

kadem
ie der W

issenschaften. E
rste 

A
bteilung, Bd. 6, 1907, S. 203 

（227

）.「
帰
責
」
概
念
の
歴
史

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、A

ichele, Zurechnung, in: H
ilgendorf/

Joerden 

（H
rsg.

）, H
andbuch Rechtsphilosophie, 2017, S. 

401 ff.

。
こ
の
帰
責
概
念
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
刑
法
に
お
い
て

広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
「
客
観
的
帰
責
」
と
い
う
概
念
と
は
異
な

る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、

A
ichele, a.a.O

., S. 407 ff. 

を
参
照
）。
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（
28
）　

詳
し
く
は
、A

ichele, Persona physica und persona 
m

oralis, Jahrbuch für Recht und Ethik 1‌6 （2008

）, S. 3‌ ff.

（
29
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
、M

aihold, Strafe für 
frem

de Schuld, 2005

を
参
照
。

（
30
）　G

rotius, D
e Jure Belli ac Pacis. Libri tres, editio 

nova, A
m

sterdam
 1680, lib. II, cap. X

X
I, 

§§ 7, 1‌7 f. 

こ
の
点

に
つ
い
て
は
、R

ecknagel, Einheit des D
enkens trotz kon

fessioneller Spaltung. Parallelen zw
ischen den Rechts

lehren von Francisco Suárez und H
ugo Grotius, 2010, S. 

268 ff. 

も
参
照
。

（
31
）　Sam

uel Pufendorf, D
e jure naturae et gentium

, ed. 
Secunda, Frankfurt 1684, lib. I, cap. 1, 

§ 13: „Persona 
m

oralis com
posita constituitur, quando plura individua 

hum
ana ita inter se uniuntur, ut quae vi istius unionis 

volunt aut agunt, pro una voluntate, unaque actione, non 
pro pluribus censeantur. Idque tunc fieri intelligitur, 
quando singuli voluntatem

 suam
 voluntati unius hom

inis 
aut consilii ita subjiciunt, ut pro om

nium
 volunate &

 
actione velint agnoscere, &

 ab aliis haberi, quicquid iste 
decreverit aut gesserit circa illa, quae ad unionis ejus 
naturam

 ut talem
 spectant, &

 fini ejusdem
 congruunt.

“

（
32
）　D

aniel N
ettelbladt, System

a elem
entare universae 

jurisprudentiae naturalis in usum
 praelectionum

 

academ
icarum

 adornatum
 

（5. A
ufl., H

alle 1785

）, in: 
Christian W

olff, Gesam
m

elte W
erke, hrsg. von Ecole, 

A
bteilung III, Bd. 39, 1, 1997, 

§ 8‌4 

（S. 4‌8

）: „A
n plura 

individua hum
ana m

oralem
 personam

 constituant, vel 
non, ex hoc principio diiudicandum

. Q
uoties plurium

 
individuorum

 hum
anorum

 intellectus, voluntates et vires 
tendunt ad idem

, toties, quoad hoc idem
, pro una 

persona sunt habenda, sicque sunt persona m
oralis. T

um
 

enim
 eorum

 intellectus, voluntates et vires sunt ut unus 
intellectus, una voluntas, et una vis, sicque ab uno 
hom

ine non nisi in corporum
 num

ero differunt, quae 
differentia hic non est attentenda.

“―
注
目
に
値
す
る
の 

は
、
ネ
ッ
テ
ル
ブ
ラ
ッ
ト
が
、
他
の
箇
所
で
は
、
共
同
体

（universitas

）
の
刑
事
的
答
責
性
を
否
定
し
つ
つ
、
そ
の
構
成
員

（coauctores

）
に
つ
い
て
は
、
共
同
正
犯
で
あ
る
と
し
て
可
罰
性

を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（N

ettelbladt System
a 

E
lem

entare Iurisprudentiae Positivae G
erm

anorum
 

Com
m

unis Generalis, H
alle 1781, 

§ 877

）。

（
33
）　A

ichele, Jahrbuch für Recht und Ethik 1‌6 

（2008

）, S. 
22.

（
34
）　

す
で
に
、R

udolphi, Festschrift für Bockelm
ann, 1979, 

S. 371
が
あ
る
。Böhringer 

（Fn. 1‌8

）, S. 224 f. 

も
同
様
。
グ
レ

コ
の
議
論
も
こ
れ
に
類
似
し
て
い
る
が
、
グ
レ
コ
の
挙
げ
る
サ
ッ
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カ
ー
の
事
例
は
こ
れ
に
妥
当
し
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
選
手
ネ
イ

マ
ー
ル
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
な
ら
ば
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
に
お
い

て
、
1
対
0
と
い
う
帰
結
が
生
じ
、
こ
れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
集

団
に
帰
責
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ネ
イ
マ
ー
ル
は

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
得
点
王
と
し
て
、
あ
る

い
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
に
お
い
て
も
っ
と
も
美
し
い
ゴ
ー

ル
を
決
め
た
と
し
て
褒
め
た
た
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
―
―

こ
の
よ
う
に
し
て
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
個

人
に
も
帰
責
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
35
）　G

reco, Steht das Schuldprinzip der Einführung einer 
Strafbarkeit juristischer Personen entgegen?, GA

 2015, 
S. 503 

（511 ff.

）
は
、
こ
の
議
論
を
初
め
て
法
人
処
罰
肯
定
説
へ

の
批
判
と
し
て
展
開
し
た
。Puppe, GA

 2013, S. 522

も
、
刑
法

的
答
責
性
の
高
度
な
属
人
格
性
を
強
調
し
て
い
る
。

（
36
）　

人
格
の
概
念
を
様
々
な
側
面
か
ら
構
造
的
に
概
観
す
る
の
は
、

G
röschner, K

irste, Lem
bcke

編Person und Rechtsperson. 
Zur Ideengeschichte der Personalität, 2015

で
あ
る
。

（
37
）　K

ant 

（Fn. 2‌7

）, S. 223. 

こ
れ
と
反
対
に
問
題
な
の
は
、「
何

に
も
帰
責
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
で
あ
る
（
カ
ン
ト
の
同

じ
個
所
を
参
照
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、A

ichele, Jahrbuch 
für Recht und Ethik 1‌6 （2008

）, S. 1‌4 ff. 

も
参
照
の
こ
と
。

（
38
）　

他
の
表
現
を
す
る
と
す
れ
ば
、「
個
人
主
義
」
で
あ
ろ
う
。

（
39
）　R

oxin, T
äterschaft und T

atherrschaft 

（Fn. 1‌6

）, S. 

276 ff.; ders., A
T

-2 

（Fn. 1‌5

）, 

§ 25‌ Rn. 188 und 257; ders., 
D

er im
 V

orbereitungsstadium
 ausscheidende M

ittäter, 
Festschrift für Frisch, 2013, S. 613 

（630 f.

）; R
udolphi, 

T
atbestandsbezogenheit des T

atherrschaftsbegriffs bei 
der M

ittäterschaft, Festschrift für Bockelm
ann, 1979, S. 

369 

（373 f.

）; Conceição V
aldágua, V

ersuchsbeginn des 
M

ittäters bei den H
errschaftsdelikten, ZStW

 9‌8 

（1986

）, 
S. 839 

（854, 860 f.

）; Zieschang, M
ittäterschaft bei bloßer 

M
itw

irkung im
 V

orbereitungsstadium
?, ZStW

 107 

（1995

）, S. 361 

（373

）; Schünem
ann in: LK

 

（Fn. 2‌5

）, 

§ 2‌5 
Rn. 156.

（
40
）　H

erzberg 

（Fn. 1‌2

）, S. 5‌8 ff.; Cram
er, Gedanken zur 

A
bgrenzung von T

äterschaft und T
eilnahm

e, Festschrift 
für Bockelm

ann, 1979, S. 389 

（400 ff.

）; K
üper, V

ersuchs- 
und Rücktrittsproblem

e bei m
ehreren T

atbeteiligten, JZ 
1979, S. 775 

（786

）; Freund, A
T

 

（Fn. 1‌9

）, 

§ 1‌0 Rn. 161

と

い
っ
た
論
者
に
お
け
る
、
支
配
関
係
の
有
無
の
判
断
に
つ
い
て
も

同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

（
41
）　

例
え
ば
、K

üper, JZ 1979, S. 786; Conceição V
aldágua, 

ZStW
 9‌8 （1986

）, S. 862; Ingelfinger, „Schein

“-Mittäter und 
V

ersuchsbeginn, JZ 1995, S. 713 （709 f.

）。

（
42
）　R

oxin, T
äterschaft und T

atherrschaft 

（Fn. 1‌6

）, S. 4‌0 
f., 730; vgl. auch K

indhäuser, Festschrift für H
ollerbach, 
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2001, S. 632; van W
eezel, Beteiligung bei Fahrlässigkeit, 

2006, S. 34; V
. H

aas, K
ritik der T

atherrschaftslehre, 
ZStW

 119 （2007

）, 519 （532 ff.

）.
（
43
）　

こ
の
批
判
と
は
反
対
に
、Steckerm

eier, D
er T

atent
schluss von M

ittätern 

（
§ 2‌5 A

bsatz 2‌ StGB

）, 2015, S. 7‌0 
ff. 

等
は
、
共
犯
者
の
（
積
極
的
）
行
為
支
配
を
、
集
団
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
に
よ
る
自
己
拘
束
的
な
効
果
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
。
こ

の
よ
う
な
理
由
づ
け
に
よ
れ
ば
、
グ
レ
コ
の
見
解
を
経
験
的
に
裏

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
見
に
拠
れ
ば
、

そ
こ
に
は
、
基
本
的
な
概
念
の
取
り
違
え
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
の
法
的
拘
束
力
（pacta sunt servanda

）

を
、
た
い
て
い
の
人
間
は
、
噓
を
つ
か
な
い
と
い
う
経
験
的
事
実

に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
44
）　H

älschner, D
as gem

eine deutsche Strafrecht. Erster 
Band, 1881, S. 442 

（m
it Fn 2‌

）; Binding, D
ie N

orm
en und 

ihre Ü
bertretung. V

ierter Band: D
ie Fahrlässigkeit, 1919, 

S. 620 f., 636 f.; Frank, D
as Strafgesetzbuch für das 

D
eutsche Reich, 18. A

ufl. 1931, S. 110, 114 f.; w
eitere 

N
achw

eise bei K
raatz （Fn. 1‌4

）, S. 8‌6 ff.

（
45
）　RG, D

eutsches Recht 1940, 2061. 

そ
れ
以
前
に
も
、L. 

H
aas, D

ie M
ehrtäterschaft, 1898, S. 4‌5 f.; Finger, 

Lehrbuch des D
eutschen Strafrechts, Erster Band, 1904, 

S. 342; W
achenfeld, Lehrbuch des deutschen Strafrechts, 

1914, S. 202; A
llfeld, Lehrbuch des deutschen Strafrechts. 

A
llgem

einer T
eil, 9. A

ufl. 1934, S. 222

。

（
46
）　M

artin, D
A

R 1959, 6‌7

に
お
け
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
を
参
照
。BGH

, 
V

RS 18; 416; O
LG Schlesw

ig, N
StZ 1982, 116; H

erzberg 

（F
n. 1‌2

）, S. 73; Jescheck/W
eigend, Lehrbuch des 

Strafrechts, 5. A
ufl. 1996, S. 676 f.; V

assilaki, Festschrift 
für Schreiber, 2003, S. 503; G

ropp, GA
 2009, S. 265 

（272 
f.

）; K
rey/E

sser, D
eutsches Strafrecht. A

llgem
einer T

eil, 
5. A

ufl. 2012, Rn. 1342 

参
照
。
こ
れ
に
対
し
、W

eißer, Gibt 
es eine fahrlässige M

ittäterschaft?, JZ 1998, S. 230 

（232

）

は
正
し
い
。

（
47
）　Puppe, GA

 2004, S. 136 f.; dies., ZIS 2007, S. 241 f. 

を

参
照
。

（
48
）　BGH

, GA
 1968, S. 121 f.

（
49
）　RGSt 44, S. 321 ff.

（
50
）　

す
で
に
、RGSt 42, S. 6‌ （8‌

）; 59, S. 104 （107

）
が
あ
る
。

（
51
）　Bottke, M

ittäterschaft bei gem
einsam

 fahrlässiger 
oder leichtfer tiger Erfolgser w

irkung, GA
 2001, S. 463 

（474 f.

）; K
raatz （Fn. 1‌4

）, S. 116 f., 366; G
ropp, GA

 2009, S. 
272 f. 

を
参
照
。

（
52
）　van W

eezel 

（Fn. 4‌2

）, S. 363 f.; H
eine/W

eißer in: 
Schönke/Schröder 

（Fn. 6‌

）, V
or 

§§ 2‌5 ff. Rn. 114

も
参
照
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の
こ
と
。

（
53
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
グ
レ
コ
論
文
が
掲
げ
る
極
端
な
例
を
参
照

す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
立
場
は
、
自
己
答
責
性
の
原
則
と

合
致
し
な
い
。

（
54
）　Puppe, GA

 2004, S. 133, 145 f. Böhringer 

（Fn. 1‌8

）, S. 
298 ff. 

も
プ
ッ
ペ
説
と
同
じ
立
場
に
立
つ
。

（
55
）　Puppe, ZIS 2007, S. 237.

（
56
）　

例
え
ば
、V

ogel in: LK
 

（Fn. 2‌5

）, 

§ 1‌8 Rn. 70; Paeffgen 
in: N

om
os K

om
m

entar zum
 StGB, 5. A

ufl. 2017, 

§ 1‌8 Rn. 
132

。

（
57
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、K

raatz 
（Fn. 1‌4

）, S. 292 f. 

も
同
様

の
立
場
に
立
つ
。

（
58
）　K

raatz （Fn. 1‌4

）, S. 141, 260 ff., 368.

（
59
）　H

äring （Fn. 1‌1

）, S. 226 f. 

参
照
。

（
60
）　K

raatz （Fn. 1‌4

）, S. 270, 285 ff.

（
61
）　

よ
り
詳
し
く
は
、R

enzikow
ski, D

ie fahrlässige M
ittäter

schaft, Festschrift für O
tto, 2007, S. 423 （433 ff.

）。

（
62
）　K

nauer, D
ie K

ollegialentscheidung im
 Strafrecht, 

2001, S. 195 ff. 

参
照
。

（
63
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
例
え
ばR

oxin, A
T

-1 

（Fn. 9‌

）, 

§ 2‌4 
Rn. 5‌3 ff., 7‌3 ff. 

が
あ
り
、
ま
た
詳
細
に
つ
い
て
は
、R

enzikow
ski, 

Restriktiver T
äterbegriff und fahrlässige Beteiligung, 

1997, S. 241 ff. 

等
を
参
照
。

（
64
）　H

äring 

（Fn. 1‌1

）, S. 183 f. 

とK
raatz 

（Fn. 1‌4

）, S. 121

も
、
こ
れ
を
否
定
す
る
。

（
65
）　

例
え
ば
、Otto, K

ausaldiagnose und Erfolgszurechnung 
im

 Strafrecht, Festschrift für M
aurach, 1972, S. 9‌1 

（104

）; 
ders., T

äterschaft und T
eilnahm

e im
 Fahrlässigkeitsbereich, 

Festschrift für Spendel, 1992, S. 271 

（283 f.

）。
批
判
に
つ
い

て
は
、R

enzikow
ski （Fn. 63‌

）, S. 290 f.; K
am

m
, D

ie fahrlässige 
M

ittäterschaft, 1999, S. 137 ff.; H
äring 

（Fn. 1‌1

）, S. 171, 
212; K

raatz （Fn. 1‌4

）, S. 132

を
見
よ
。

（
66
）　

表
現
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
実
質
的
に
同
様
の
立
場
で
あ
る

の
は
、D

encker 

（F
n. 1‌7

）, S. 176 ff.; R
ansiek, U

nter
nehm

ensstrafrecht, 1997, S. 7‌0 ff.; R
enzikow

ski 

（Fn. 6‌3

）, 
S. 288 f.; K

üpper, Zur A
bgrenzung der T

äterschafts
form

en, GA
 1998, S. 519 

（527

）; Sung-R
yong, D

ie A
nalyse 

des „gem
einschaftlichen Begehens

“ im
 Sinne des 

§ 2‌5 
A

bs. 2‌ StGB und die M
ittäterschaft beim

 Fahrlässigkeits
delikt, 2001, S. 262, 272, 276 

等; Schneider, Risikoherr
schaft als T

atherrschaftsattribut und die Beteiligungs
form

en der fahrlässigen Erfolgsdelikte, 2003, S. 289; 
H

äring 

（Fn. 1‌1

）, S. 83, 199, 218 f., 213 H
oyer in: SK

-StGB 
（Fn. 2‌5
）, 

§ 2‌5 Rn 154; Joecks in: M
ünchener K

om
m

entar 
zum

 StGB 
（Fn. 1‌2

）, 

§ 2‌5 Rn 290; Lam
pe, System

unrecht 
und U

nrechtssystem
e, ZStW

 106 

（1994

）, 683 

（693

）; 
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Luzón Pena/D
íaz y G

arcía Conlledo, O
bjektive positive 

T
atbestim

m
ung und T

atbestandsverw
irklichung als 

T
äterschaftsm

erkm
ale, Festschrift für Roxin, 2001, S. 575 

（605

）; R
odríguez M

ontanés, Einige Bem
erkungen über 

das K
ausalitätsproblem

 und die T
äterschaft im

 Falle 
rechtsw

idriger K
ollegialentscheidungen, ibid., S. 307 

（326

）; R
oxin, A

T
-II （Fn. 1‌5

）, 

§ 2‌5 Rn. 242; R
iedo/Chvojka, 

Fahrlässigkeit, M
ittäterschaft und U

nsorgfaltsgem
ein

schaft, Schw
ZStr 120 

（2002

）, 152 

（160 ff.

）
も
同
様
の
立
場

で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
複
雑
な
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、

U
tsum

i, Fahrlässige M
ittäterschaft in Japan, ZStW

 119 

（2007

）, S. 768 ff. 

参
照
。


